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１ はじめに

「地理」における「用語」問題の背景

高校における歴史・地理教育は「知識詰め込み型」が主流。「思
考力育成型」の教授法への転換不可欠。

(2011 学術会議提言）

⇒用語等の削減が必要＜歴史教育から＞

⇒地名物産の地理からの脱却：地理的見方・考え方の重視

https://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-21-t130-2.pdf



用語を丸暗記するのではなく、その意味を理解することが肝要。

⇒ 「用語の正確な理解」

岩田修二（2013）

高校地理教科書の「造山帯」を改訂するための提案

E-Journal GEO 8(1)

高等学校地理教科書の世界の大地形の記述に使われている用語や説明の一部は不適当
である．造山帯・安定陸塊の概念は地質構造を説明するものである．したがって，世界の
山岳地域の大地形の説明として新期造山帯・古期造山帯を用いるのは止める．それに替
えて地形の説明は平面形・高さ・傾斜などの地形の指標でおこなう．プレート論と整合する
ように変動帯を正しく説明する．造山帯・安定陸塊（楯状地・卓状地）の概念は鉱物資源の
説明のためには有効である．ただし，地質学の概念であることをきちんと説明すべきである．
このように教科書を改訂するためには，まず大学教員が努力しなければならない．高校教
科書の「世界の大地形」の改訂案が付属資料として添付してある．



不適切な記述の要因は

• 町田貞他編『地形学辞典』（1981） 二宮書店

古期造山帯 主として古生代に褶曲運動を受け、新生代では地殻運
動が支配的となった造山帯。この造山帯はその主活動期と地域の差
異によって、いくつかの山系に分かれる。しかしその多くは地塊山地と
なって連続は悪く、高度も一部を除いて著しく高いものはない。平頂峰
が多く、準平原化作用を経過したものが多い。

平頂峰/準平原化作用⇒なだらか，多い
⇒「低くなだらかな古期造山帯」

地質の説明＋地形の概況

辞典の記述自体が誤っているわけではないが、それを要約する過程で誤解され
る（誤った）記述になってしまった



古期造山帯と地形とのかかわり
については誤解のないように改
善されている。

小池、山下、岩田他編
(2017）『自然地理学事典』
丸善



最近の教科書の地形に関する記述の根拠

大地形の形成要因としてのプレートテクトニクス





平成28年検定 基本地理A 二宮書店

古期造山帯 古期造山帯とは古生代(5.4～2.5憶年前）の造山運
動により形成され，その後侵食され続けてきた地域を言い、残ってい
る山脈はなだらかなものが多い。古生代には古期造山帯の山脈はひ
とかたまりで、大陸の分裂などによって現在の形になった。古生代に
繁ったシダ植物が地中深く埋もれ，熱と圧力が加わり石炭が生成さ
れたため,古生代の地層の中に石炭が多い。

令和３年検定 私たちの地理総合 二宮書店

古期造山帯、新期造山帯という用語なし

太字の用語 内的営力 プレート 地殻運動 変動帯

狭まる境界（衝突帯、沈むこみ帯）、広がる境界、ずれる境界

海溝 海嶺 安定大陸 外的営力

教科書の対応（地理Aと地理総合）



平成24年検定 新編詳解地理Ｂ

低くなだらかな古期造山帯 アメリカのアパラチアやロシアのウラルな
どの山脈は，低くなだらかである。これらの地域は，古生代におこった
造山運動によりつくられた山地であり，古期造山帯とよばれる。古期
造山帯は，造山運動が止まり長期間の侵食を受け続けているため，
現在ではゆるやかに起伏する山地・山脈が多い。古期造山帯では，
古生代後期に繁栄したシダ植物の森林が堆積し，炭化してできた良
質の石炭が多く産出される。

令和４年検定 地理探究

侵食の進む古期造山帯 古生代に造山運動を受けた地域を古期造
山帯という。この地域は中生代以降に造山運動はほとんど受けず、長
期にわたって侵食されたため、なだらかな山地や丘陵が広がっている。
ウラル山脈やアパラチア山脈は2000㎞にわたる長大な山脈であるが
起伏は小さい。一方、古期造山帯のなかでも天山山脈やクンルン山
脈のように、新生代になって新たなプレート衝突の影響が及んで隆起
した地域や、スカンディナビア山脈のように氷河の影響を受けた地域
では、起伏が大きく急峻な山や谷がみられる。

教科書の対応（地理Bと地理探究）



２ 地理におけるいくつかの用語問題とその要因

① 扇状地－学会による定義の再検討

扇状地：山地と平地との境界に形成される半円錐形状の地形

日本の教科書：「河川が作り出す地形」として説明しているが…

扇状地研究の初期 河成扇状地（河川が作り出す地形）
1960年代 土石流扇状地の追加（河川流以外の要因）
1970年代 扇状地の拡大（融氷河流など）
1994年 ・Blairらによる扇状地の再定義

⇒扇状地は河川が作り出すのではない。
2005年 ・斎藤、小口による反論

⇒河成扇状地の復権

斎藤享治(2010）東アジアの地表プロセスと扇状地形成 学術の動向 2010(2)

事例研究の積み重ね
研究対象（環境）の違い



② 訳語とカタカナ表記に起因する問題

広がる境界 ずれる境界 狭まる境界

拡大する境界 すれ違う境界 収束する境界

遠ざかる境界 すれ違う境界 近づく境界

発散境界 すれ違い境界 収束境界

Divergent boundary Transform boundary Convergent boundary

・ カタカナ表記の違い

サバナ

サバンナ

Savana 

英語にすれば同じ ある意味どうでもいい問題



③ 日本語名称の問題

現象かその要因か ケッペンの気候区分を巡って

ケッペンの気候区分 植生の非連続線

⇒気温と降水量で区分



記号 記号の意味 日本語表記

Af Tropical Fully humid 熱帯雨林気候

Am Mittelform

Monsoon

弱い乾季のある熱帯雨林気候
熱帯モンスーン気候

Aw Dry Winter サバナ気候

BW Dry Wüste Desart 砂漠気候

BS Steppe ステップ気候

Cfa Mild temperate Fully humid Hot summer 温暖湿潤気候

Cfb Warm summer 西岸海洋性気候

Cs Dry summer 地中海性気候

Cw Dry winter 温帯夏雨気候

Df Snow Fully humid 冷帯湿潤気候

Dw Dry  winter 冷帯夏雨気候

Dab Hot summer/Warm 

summer

湿潤大陸性気候

Dcd Cool summer/cold 

summer

針葉樹林気候

ET Polar Tundra ツンドラ気候

EF Frost 氷雪気候



• 日本語表記はバラバラ（混乱）

植生 サバナ気候/ステップ気候/ツンドラ気候

気温と降水量 温暖湿潤気候/温帯夏雨気候

位置 地中海性気候

要因 西岸海洋性気候

そもそも気候区分はケッペンでよいか？
・それぞれ 一長一短 ／ 結果としてはどれも類似する
・ケッペンの分類は理解させやすい。
⇒景観と気候区分

ケッペンの気候分類 植生を参考
植生の不連続線⇒気温と降水量で分類

教科書では記号と日本語は必ず併用している

結果だけでなく、方法や要因を併せて学習することが重要



③ 地誌的記述における問題―土壌用語を例に

レグール土 国際照合規準 バーティソル

インドでは regur あるいはblack cotton soils

と呼ばれてきた（今でも）。

⇒インドの地誌・世界史学習で「綿花」は重要

＜産業革命との関連＞



• テラ・ローシャ 現在の照合規準にない

ブラジルの地誌学習で「コーヒー」は欠かせない。

コーヒー栽培に適した土壌である「テラ・ローシャ」

⇒ ブラジルのかつての土壌分類システムによる名称

日本語に訳すると「赤い土」

• テラ・ロッサ 国際照合基準 ルビソル USA アルフィソル

⇒ワイン生産と関連して現在でも一般に用いられている。

これも日本語に訳すると「赤い土｝

歴史的・地誌的記述には新しくできた国際参照規準等
を用いることは適切なのか？

国際的な名称そのものが統一されていない



•土壌学 農学／林学との関連

各国／分野ごとに異なる関心

⇒多様な分類

統一基準（標準化）への動きがあるが

教科書の周期
０ 使用開始
－1 採択
ー２ 検定 2021

ー３ 見本本
ー４ 執筆
－5 企画/立案 2018

＜学習指導要領告示＞



山本他（2016）新編詳解地理B改訂版 二宮書店



DIRKE WELT ATLAS westerman 1988年発行 2002年更新

Böden（土壌）

Braune mediterrane Böden(z.T Terra rossa)  茶色地中海土壌（一部テラロッシャ）
Lateritische Böden(Latsole,ferralitische Böden) ラテライト性土壌（ラトソル・フェライト質
土壌）



https://www.agri.tohoku.ac.jp/soil/jpn/images/new-soil-map-w.pdf



教科書用語 WRB US 備考

ラトソル（フェラルソル） フェラルソル オキシソル ラトソルはブラジル名

赤黄色土 アクリソル
アリソル

アルティソル

褐色森林土 カンビソル インセプティソル 初期の体系で認識

黒色土 － モリソル

チェルノゼム チェルノーゼム モリソル

プレーリー土 ファエオゼム モリソル

ポドソル ポドソル スポドソル 両者でほぼ共通

ツンドラ土・永久凍土 クリオソル ジェリソル 両者でほぼ共通

栗色土・褐色土 アレノソル アリディソル

沙漠土 カルシソル エンディソル

テラローシャ フェラルソル
ルビソル

オキシソル
アルフィソル

ブラジルのかつての土壌分類システム

レグール バーティソル バーティソル レグールはインド名

テラロッサ ルビソル アルフィソル ワイン栽培と関連して一般的に使われている

レス 風によって堆積



３ 用語問題は…

•科学の進展によるもの
新しい知見

⇒ 学会内で定説化

⇒ 専門の辞典（事典）に記述

⇒ 初等中等教育へ反映

•翻訳/カタカナ表記の問題

•学問間/内での複数用語の存在
•歴史的・地誌的記述（用法）
•専門用語と一般用語の相違

学校教育での対応は

用語のみの「切り出し」
を避けること。

時間が解決
⇒教員の教科専門性
が解決を早める

解決は難しい（不可能）

どうでもいいということ
が明確にすること


